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１．埋立処分作業 

 松藤（2000）らの調査では、焼却灰の埋立作業中は周辺環境で粉塵濃度が有意に

高くなり、0.1～0.2mg／m3程度であった（下図参照）。 

 
出典：松藤ら（2000）：一般廃棄物最終処分場における粉じん飛散調査、第 11 回廃棄物学会研究

発表会講演論文集、p.1129-1131 

 

 （財）廃棄物研究財団が取り纏めた「廃棄物最終処分場とダイオキシン対策の実

務」（2004）によれば、飛散粉じんは作業工程のうち、投下時だけでなく敷き均し・

締め固め時にもみられた。但し、最も高かった投下地点直近で、乾燥した灰の投下

時に 0.3mg／m3に過ぎなかった。 

出典：（財）廃棄物研究財団、「廃棄物最終処分場とダイオキシン対策の実務」、平成 16 年５月 31

日 

 

※放射性物質汚染対処特別措置法における環境省令では、指定廃棄物になる高濃度

の焼却灰等は、飛散しないようにセメント固化したものを容器等に入れて処分する

方向で議論されている。 

 

２．建築物の解体作業 

 （社）日本廃棄物コンサルタント協会（2011）が環境省の請負業務で実施した災

害廃棄物撤去処理の試行事業おいて、損壊した建築物解体時の粉じん調査が行われ

た。敷地境界において解体前に比較して 0.1～0.4 mg／m3程度の増加がみられた（下

図参照）。 

 

参考資料７ 



表 解体作業前の粉じん濃度 

 

 

 

表 解体作業時の粉じん濃度 

 

 

出典：（社）日本廃棄物コンサルタント協会、「災害廃棄物撤去処理の手引き」、平成 23 年 10 月 

 

３．その他 

 掘り起こしごみのトロンメルによる選別作業場周辺で、0.4～0.6mg／m3程度の粉

じん濃度であった（代表研究者樋口壮太郎：埋立地再生総合技術システムの開発、

平成 14 年度報告書）。屋内に設置された破砕選別施設内粉じん濃度では、先の屋外

の選別作業場粉じん濃度の数倍程度高くなる事例もあった（非公開資料）。 


